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学園テーマ「東海医療学園のブランド力を高めよう」 
重点目標 
Ⅰ．魅力ある学校づくりの推進する（教育力向上、学生指導、卒後教育、キャリア教育、教育環境整備、学生生活支援） 
Ⅱ．地域に愛される学園を目指す（施術所経営、地域スポーツ、介護予防） 
Ⅲ．学園の運営基盤を強化する（学校管理運営） 
 
評価  A：たいへんよい  B：まあまあよい  C：あまりよくない  D：全然よくない 
 
領域 具体的な取り組み 評価の指標 評価 成果と課題 次年度の取り組み 学校関係者評価欄 

適切な教育目標の設定
学習者や社会のニーズに応じた

教育目標が設定されているか 
Ｂ 

養成施設認定規則及び同指導要領、教育ガイド

ライン等に基づき教育目標を検討、その到達度

から概ね妥当な教育目標が設定されているも

の考える。 

教育の質の確保、多様な学生への対応、

東洋療法を取り巻く環境の変化等を踏

まえ、また、卒後教育との関係をも考

慮に入れた教育目標の再検討を行う。

B

近年、若者の学力低下が指摘される中、

あはき師としての質を確保することは

重要な課題である。一定レベルの教育

目標を堅持すべきと考えます。 

分かりやすい授業に向

けての取り組み 
授業の自己点検、授業研究、互

見授業などが実施されているか
Ａ 

校長による全ての教員の授業参観が行われ、各

教員にフィードバックを行ったこと、また、各

授業について学生による授業評価を実施した

ことで授業の改善につなげることができた。 

授業研究や互見授業に取り組む。 
分かりやすい授業は、教員の努力とと

もに、学生の予習・復習が必要である

ので、自学自習を習慣化するよう指導

する。 

A

授業の質を高めることは、学生を目標

に導く上での最重要課題であると考え

る。今後も継続して授業の質向上に努

めるよう求めます。 

適切な成績評価の実施
試験等の適切な測定により、適

正な評価が行われているか 
Ａ 

試験については、妥当性等を十分配慮して作問

するよう各教員に徹底し、卒業試験等において

は難易度・必要度の面から吟味した問題によっ

て実施された。 

適切な評価方法、試験問題の作成等に

関する研修会を開催し、評価の妥当

性・信頼性を高める。 
A

進級・卒業に関わる重要な課題である

ので、試験問題の吟味、評価の信頼性

確保に努めるよう望みます。 

学校行事・課外活動 
学園生活を有意義なものにする

ための学校行事や課外活動が適

切に実施されているか 
Ａ 

前期の校外実習・校友会、後期の学園祭・球技

大会、ゼミ学習、サークル活動等により、学生

相互の親睦と融和を図ることができた。また、

震災の被災地支援を目的としたボランティア

活動を行い、奉仕の精神の発揚につなげること

ができた。 

学園生活がより充実したものになるよ

う、また学習のモチベーション向上に

つながるよう、学生同士や教職員との

交流を積極的に図る機会を設ける。 

B

学校行事は、学生の側からはややもす

ると「やらされ感」を感ずるかもしれ

ないが、学校への帰属意識を高め、学

生同士、教職員とのコミュニケーショ

ンを図る上で有効と思われます。 
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適切な技能教育の実施

基本的技能を身につけるための

実習プログラムが設定されてい

るか 
Ｂ 

卒業時の目標到達に向けて、段階的な目標を設

定し到達できるよう学習プログラムを設定す

ることができたが、習熟度にバラツキが見られ

るのが課題である。 

スモールステップによる達成感、自己

効力感を感じつつ、自己トレーニング

を促進するような学習プログラムを構

築する。 

B

近年、業団体から技能レベルの低下を

指摘する声が聞かれる。本校は伝統的

に技能の評価が高いので、質を堅持し

て頂きたい。 
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教職員間の共通理解 
教育理念、教育方針等について

教職員の共通理解が得られてい

るか 
Ａ 

本校独自の教育マニュアル、臨床実習ガイドラ

イン等を作成し、全教員に配布して共通理解に

努めた。 

引き続き、講師会議、教育会議等を通

じて、教育方針等について周知徹底に

努める。 
A

教育マニュアルや臨床実習ガイドライ

ンはよく出来ていると思います。教職

員が精読し実践されるよう望みます。

FDの充実 
校内・外の研修会、学会等に参

加し、研鑽に努めているか 
Ｂ 

教員研修会、学会、各種研修会への参加により、

教員の資質向上を図ることができた。 

次年度は、校外の研修会・学会に加え、

学校内の研修等を FD の充実に努め
る。 

A
学会や研修会に参加することは勿論、

学んだことを教育に十分活かすよう望

みます。 

学習の支援 
学習支援を必要とする学生に対

するサポートは十分に出来てい

るか 
Ｂ 

支援を要する学生に対し、放課後・夏期休暇等

を利用して学習支援に努めたが、学習困難を理

由とした退学者を出すに至った。 

学生とのコミュニケーションを図りつ

つ、支援を求める学生に対し、必要な

サポートを行う。 
A

放課後の実技室開放、休み中の補習授

業、学習に関する相談等、教員は一所

懸命対応しています。 
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資格試験合格率の向上

国家試験の合格率 100％達成向
けて十分な取り組みを実施した

か 
Ｂ 

本校のあマ指師試験合格率が 97.3％、はり師試
験合格率が 91.3％、きゅう師試験合格率は
82.6％という結果となり、目標の 100％達成は
ならなかったが、課外による試験対策、休日の

模擬試験実施など目標達成に努めた。 

特に１～２学年で学んだ教科について

の復習に重点を置き、100％達成を目
指す。 

B

模擬試験の実施や、その結果に対する

フィードバック、復習授業等、国家試

験合格に向けた支援によく努めてい

る。 

卒 

後 

教 

育 

卒後初期教育の実施 
卒業生のニーズ、社会のニーズ

に応じた卒後初期研修が行われ

ているか 
Ｂ 

卒後研修プログラムを設け、希望する卒業生を

対象に研修を行うことができた。 
より多くの卒業生に研修に参加しても

らえるような環境づくりに努める。 
B

卒後研修の受け入れ体制が十分でな

く、受講希望者も少ない。今後さらに、

卒後研修の受け入れ体制を整えるべき

と考えます。 

マナー、態度教育の 
充実 

倫理やマナーについて教育する

カリキュラムが設けられ、適切

な指導が行われているか 
Ｂ 

日頃から積極的な挨拶、授業開始・終了時の礼、

実習時のマナー、言葉遣い、身だしなみや態度

などについて、適切に指導することができた。

一方、喫煙者のマナーに対して、外部の方から

問題を指摘されたことがあった。 

喫煙の健康被害について十分理解させ

ることに努める。社会人として必要な

態度教育に努める。 
A

社会が求めているのは技能や知識はも

とより、挨拶やマナー、コミュニケー

ション能力を身につけた人材です。態

度教育の充実を求めます。 

生活習慣に関する指導

日頃の生活習慣、欠席・遅刻な

どに対する指導が徹底されてい

るか 
Ｂ 

やむを得ない理由による遅刻・欠席に対する届

出の徹底、無断欠席への指導等に努めた。 

適正な生活習慣により、心身ともに健

康で学園生活がおくれるよう指導に努

める。 
A

健全な生活習慣を身につけるよう、教

育の充実を求めます。 

学 

生 

指 

導 

学習モチベーション向

上 

学生のモチベーションを高める

ための肯定的なストロークに努

めているか 
Ａ 

クラス担任による二者面談、実技実習担当教員

とのコミュニケーションなど、学生に対する積

極的な声かけに努めた。 

教員をはじめ、講師、事務職員も含め、

学生との積極的なコミュニケーション

に努める。 
B

学校が小規模ということもあり、学生

と教員が和気藹々の雰囲気の中で、良

好な関係が築かれていると思われる。
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進路相談・指導の充実

進路相談・指導の機会を十分に

設け、学生および求人先のニー

ズに応えているか 
Ａ 

本校主催の就職ガイダンスを開催し、求人先担

当者と学生とのコミュニケーションの機会を

設けることができた。個別の相談にも適宜、対

応に努めた。 

求人先のニーズに応じたガイダンスの

実施やキャリア教育の充実を図る。 
A

本校は、比較的早く学校独自のガイダ

ンス開催に取り組んだ。また、参加す

る企業も毎年多く評価できる。 

キ 

ャ 

リ 

ア 

教 

育 
職場体験等の実施 

職場体験や就業体験等活動の機

会を設けているか 
Ｄ 

本校附属施術所における就業体験や、ＯＢの治

療院等における職場体験について検討したが、

実施には至らなかった。 

引き続き検討を重ね、夏休み等を利用

して就業体験等の機会を設ける。 
C

職場体験は重要であるが、その受け入

れ先の確保が問題となる。当面、附属

臨床施設等で体験させることが望まし

い。 

施設・設備の充実 
施設設備の安全管理、教育に対

応した整備に努めているか 
Ｂ 

一部教室の壁張替え、エアコンの入れ替え、扇

風機の増設、照明器具の交換、快適な学習環境

の整備に努めた。 

エアコンの入れ替え、LSD照明器具へ
の交換、ロッカー等の転倒防止など安

全管理に努める。 
A

日頃からよく点検し、環境整備に努め

ていると思われる。 

教 

育 

環 

境 

整 

備 
教材・教具等の充実 

学習に必要な教材・教具・図書

等の整備に努めているか 
Ｂ 

視聴覚教材、解剖模型、専門図書、学術雑誌等

必要に応じ整備した。 
引き続き、教材・教具、図書等の整備

に努める。 
B

視聴覚教材はＤＶＤ教材を増やしてい

く必要がある。 

健康管理の実施 
定期健診や疾病予防教育、健康

相談など、学生の健康管理に努

めているか 
Ｂ 

定期健診の実施、食中毒やインフルエンザ等感

染症予防の衛生教育、カウンセリング等に努め

た。 

引き続き健康管理に努めるとともに、

適度な運動等、健康増進やストレス対

策に努める。 
B

定期健診の実施、感染症や食中毒の予

防に関する指導に努めた。 

学 

生 

生 

活 

支 

援 
生活支援相談の充実 

奨学金や教育ローン、その他生

活に関する相談に対応している

か 
Ａ 

担任による相談対応のほか、奨学金、教育ロー

ンの希望者に必要な説明、手続きを行った。 
本校校友会の奨学金制度も活用された。 

学習に支障がないよう、生活支援に努

める。 
A

昨今の経済状況から、奨学金支給を希

望する学生が増加している。今後も出

来る限りの支援を望みます。 

施術所経営 
地域住民の保健衛生の向上に貢

献しているか 
Ａ 

施術所運営を通じて、市民衛生の向上に寄与す

ることができた。 
患者満足度の向上に努め、施術所経営

の充実を図る。 
A

附属施術所は、スタッフの対応など患

者様から概ね良い評価を頂いた。 

地域スポーツへの貢献
地域のスポーツ振興に貢献して

いるか 
Ａ 

アスレティックトレーナーとしての活動によ

り、地域スポーツを支援することができた。 
本校教員、学生が市民代表として「市町村駅伝

大会」に参加することができた。 

本校の専門性を活かし、地域スポーツ

の振興に寄与するとともに、教育に反

映させる。 
A

地域教育機関の部活動、スポーツクラ

ブ等へのトレーナー派遣等、スポーツ

振興に貢献した。 

地 

域 

貢 

献 

介護予防に関する取り

組み 
高齢者の介護予防に貢献してい

るか 
Ａ 

地域の特定高齢者に対する介護予防を目的に、

本校教員が筋力アップ教室を担当し貢献する

ことができた。 

本校の専門性を活かし、地域の介護予

防に貢献するとともに、教育に反映さ

せる。 
A

熱海市から一定の評価を得ている。 
継続しつつ、教育に活かしていくよう

望む。 
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校務分掌 
校務分掌が明確にされ、教職員

がよく理解しているか 
Ａ 

校務分掌が明確に示され、各教職員が個々の役

割を果たすことができた。 
校務分掌の明確化と、教職員の理解に

努める。 
A

分掌が明確にされ、各教職員がよく理

解しタスクの遂行に努めた。 

諸会議の実施 

会議が円滑に運営され、コミュ

ニケーションが十分図られてい

るか 
Ｂ 

定例の教育会議、実習指導者会議、学校運営会

議等を開催し、課題の共通認識や解決に向けた

協議を行うことができた。 

異なる部署の職員同士のコミュニケー

ションを図る機会を設ける。 
B

なるべく face to faceのコミュニケー
ションを図ることで、相互理解に努め

る。 

広報活動 

費用対効果に見合った適切な広

報活動行われ、学園の情報が十

分発信されているか 
Ｂ 

学校ホームページ、校友会報、センター便り等

を通じて、また、オープンキャンパスなどを利

用して学園の情報を発信することができた。 

教職員一人ひとりが広報マインドを高

めつつ、様々なツールや機会を活用し

て情報発信に努める。 
A

ホームページの改訂、ブログによるタ

イムリーな情報発信に努めている。 

自己点検 
自己点検評価が適切に行われ、

その結果が公表されているか 
Ａ 

学校の重点目標を達成するために必要な行動

目標を掲げ、その達成度や成果、今後の課題に

ついて自己点検評価を行うことができた。 

重点目標およびその達成に向けた具体

的行動計画の策定、その遂行に努める。
A

学校評価報告書のフォームを見直し、

学校関係者評価を掲載するなど、点検

評価に努めている。 

危機管理体制 
危機管理体制が明確にされ、マ

ニュアル、緊急用備品などが整

備されているか 
Ｂ 

危機管理マニュアルの見直し、危機管理体制の

確認を行うことができた。緊急用備品について

は、追加すべき備品の点検を行った。 

危機管理マニュアルの周知徹底、緊急

用備品の追加・補充に努める。 
A

危機管理マニュアルが見直され、管理

体制の強化に努めている。 

避難訓練の実施 
定期的に避難訓練等が実施され

ているか 
Ｄ 

避難訓練の必要性を認識しながらも、授業スケ

ジュール等の関係で実施することができなか

った。 

避難訓練の計画を見直すともに、計画

に基づき訓練を実施する。 
D

火災発生や地震発生等を想定した避難

訓練の計画策、実施に努めるよう望む。

労務管理 

労働関係法令に基づき、就業規

則等が適宜見直され整備されて

おり、職員の健康管理が適切に

行われているか 

Ｂ 

社会保険労務士の助言をもとに、就業規則その

他諸規定の見直しを行うことができた。また、

超過勤務を増やさないよう体制づくりに努め

た。 

引き続き、労務関係の法令遵守および

教職員の健康管理に努める。 
B

労働関係諸規定の見直し、その周知と

理解に努め、健全な職場づくりに努め

るよう求める。 

予算編成および執行 
予算の編成および予算の執行が

適正に行われているか 
Ａ 

適正な予算編成および執行を行うことができ

た。 
魅力ある学園の整備に向けた予算編成

およびその執行に努める。 
A 適正な予算編成と執行に努めた。 

財務状況の分析 

財務諸表に基づき分析が行わ

れ、健全な財政状況を保持して

いるか 
Ｂ 

公認会計士の助言に基づき財務分析を行い、経

営の健全化に努めた。 
引き続き、健全な学校経営に努める。 A 健全な学校経営を目指し努力した。 

学 

 

校 

 

管 

 

理 

 

運 

 

営 

情報公開 
財務状況に関する資料を公表し

ているか 
Ａ 

学校ホームページに掲載するとともに、情報開

示の求めに応じられるよう準備に努めた。 
継続して情報開示に努める。 A

ホームページにて、財務状況が公表さ

れている。 

 


